Novewmber 24, 2009 
「深海での生命発見の旅　一技術者が夢想する新型深海潜水船を公開！」by Yan Lauria
Almond Andel: 今夜はテキストで、

Almond Andel: 海洋研究開発機構（JAMSTEC）の Yan Lauria さんに

Almond Andel: 深海での生命発見の旅　一技術者が夢想する新型深海潜水船を公開！

Hose Pera: おーー

Tramp Noel: 降りましたね

Naoyuki Mertel: おおー

Almond Andel: という講座を開いていただきます

Yan Lauria: おっ、皆さん、マリンスノー見えますね

marube Oh: はい

Hose Pera: みえます

Hamingja Junkers: みえま～す＾＾

Almond Andel: お願いします

Yan Lauria: でははじめます

Yan Lauria: これが宇宙から見た本当の色に近い地球です

Yan Lauria: 衛星画像見えてますか？

marube Oh: ほ～

panda Kidd: みえまーす

Yan Lauria: それで雲を取り去って、夜の地球にすると

Yan Lauria: もしなかなか見えない人は左クリックしてください

Yan Lauria: 見えますか？

Nada Altney: はい

marube Oh: 地球ですよね？見えます

kichimaru Haystack: はい

Hiroshi Kumaki: うん？

Yan Lauria: そうそう、1L$で買えます

Nada Altney: 日本が明るいですね

Yan Lauria: 中国もインドも明るいでしょ

Nada Altney: はい

panda Kidd: 雪すごいｗ

Yan Lauria: これが植生と海洋プランクトンの分布

Yan Lauria: 青い海は栄養塩のない、海の砂漠が広がっています

Nada Altney: ＠＠；

Yan Lauria: それで最後に海水を取り去ると

Yan Lauria: 見えますかね、海底大山脈が

Nada Altney: はい

Naoyuki Mertel: 日本海溝なのかなー

panda Kidd: なんだか、傷跡のように、走っていますね

Hiroshi Kumaki: 見えます。

Yan Lauria: 海洋を真っ二つに割るような

marube Oh: hai

Yan Lauria: 海底の裂け目が山脈に

Yan Lauria: この裂け目は海底火山が連なっていて

Yan Lauria: こちらにあるような熱水噴出する煙突＝チムニーと

Yan Lauria: その周りに群生する特異な生物群がいます。

Yan Lauria: ジャイアント・チューブ・ワームがもっとも有名です

Yan Lauria: このオブジェクトはNASA eEducationにあるものを借りてきました

kichimaru Haystack: おおー

Yan Lauria: これから、皆さんと深海のたびに出発しますが

marube Oh: tweet:深海の旅！

Yan Lauria: それに使う潜水艇を紹介します

Yan Lauria: これは架空の潜水艇でビアンカさんという大学院生と

Yan Lauria: 私との合作です

Yan Lauria: いくつか特徴を

Yan Lauria: プロジェクターを見てください

Hiroshi Kumaki: はい

Yan Lauria: 普通は海上と超音波で通信するんですが

Yan Lauria: それじゃ解像度も速度も遅いので

Yan Lauria: このクエスト７０００では母船と細い光ファイバーで接続しています

Yan Lauria: 上に細い線が伸びてるのが見えますか？

marube Oh: hai

kichimaru Haystack: はい

Yan Lauria: 実はこのキラカフェの

Yan Lauria: 上空３０００ｍに母船を置いてあります。

marube Oh: おおお！

kichimaru Haystack: ほう

Hiroshi Kumaki: え

Yan Lauria: というのはウソですが

marube Oh: ｗ

Hiroshi Kumaki: うは

kichimaru Haystack: ww

Yan Lauria: そういう気持ちになってください

Hiroshi Kumaki: 騙されそうになった。ｗ

Kobun Footpad: さがしちゃったよーｗ

panda Kidd: ｗ

Yan Lauria: 普通は３人乗りですが、

Yan Lauria: 小型化するために１人、コパイロットは母船から操縦します。

Yan Lauria: 今日はアーモンドさんが母船のコパイロット＝コパイ役をします

Almond Andel: よろしく＾＾

Yan Lauria: プロジェクター、すぐに画像見えますか？

Yan Lauria: 見えなかったら右クリックしてください

Hamingja Junkers: は～い＾＾

Hamingja Junkers: みえます

Yan Lauria: このように、深海ではちょっと動いてすぐ止まるのが難しいので

Yan Lauria: できれば小型化したい

Yan Lauria: 乗船者を３人から２人に減らすと

Yan Lauria: このほか窓を共通視野にできます。

Hiroshi Kumaki: なるほど

Yan Lauria: 普通は赤い点の３人乗りだと

Yan Lauria: 三人がみんな別々の方向に向いてしまいます。

Yan Lauria: それを共通視野の窓配置にしたほうが、研究にはグッドです

marube Oh: なるほど

Yan Lauria: この新型もそういう窓配置にしています

Yan Lauria: ２人だともうひとついい点があります

Hiroshi Kumaki: 人が乗る部分はかなり狭いのですね

Yan Lauria: そうですね。内径は１．９ｍかな

Hiroshi Kumaki: うは

Yan Lauria: 普通は３人で２．１ｍですが

Yan Lauria: １．８ｍは難しいかな

Yan Lauria: 日本人用

Hiroshi Kumaki: ｗ

Yan Lauria: そうそう、言い忘れてたんですが

Yan Lauria: このモデルは実物大です

Hiroshi Kumaki: おお

Almond Andel: 実物大？

Naoyuki Mertel: おおー

marube Oh: 小さいですね。

Memo Parnall: ちっちゃー

Kobun Footpad: ちっさ

Yan Lauria: ところがＳＬではみんなでかくなるので小さく見えてしまう。

Naoyuki Mertel: リアル身長のアバターだったら、感覚わかりそう＾＾

Hiroshi Kumaki: SLの人のサイズ大きいからね

Yan Lauria: わたしも知らないうちに２ｍになってたので、

Hiroshi Kumaki: 僕は2m近くあるらしいから。ｗ

Yan Lauria: 背をちぢめたんですが

Nada Altney: ＾＾

Yan Lauria: この世界の身長計がなんかいい加減で

Yan Lauria: まっ、とにかく小さく見えてしまいます。

Hiroshi Kumaki: ＾＾；

Yan Lauria: さてこの両側の照明ですが

Yan Lauria: なぜ両側に広げてあるかというと

Yan Lauria: プロジェクターの絵のように

Yan Lauria: カメラと照明が同じ位置だと、反射光がカメラに返ってきて

Yan Lauria: ハレーションが起きます。

Yan Lauria: 深海用カメラは

Yan Lauria: 低照度でも見える高感度カメラで

Yan Lauria: それにたっぷりの照明を当てます

Hamingja Junkers: ＾＾

Yan Lauria: それで絞りを絞り込む

Koro Carnell: こんばんは

Hiroshi Kumaki: なる

Hamingja Junkers: こん＾＾

Koro Carnell: お邪魔します

Yan Lauria: すると被写界深度の深い映像が取れます

Naoyuki Mertel: こんばんは＾＾

Yan Lauria: だから照明が反射すると

Yan Lauria: ハレーションになりやすいので

Almond Andel: (深夜設定、パーティクル数をあげて見てください）

Yan Lauria: 右の図のように両側から当てるようにします

Yan Lauria: えっと、あとから来た方

Yan Lauria: 皆さん、深夜モードで、パーティクル数も増やして雪＝マリンスノーが見えるように

Yan Lauria: いいですか？

Yan Lauria: で、次に推進器

Koro Carnell: は〜〜い
Yan Lauria: こいつは船尾に推進器が４個

Yan Lauria: 実は潜水艦を作っている人は、どうしてもおっきな推進器を１個

Yan Lauria: ところが大出力の推進器は、スタートしてからフルパワーになるまで時間が掛かります

Yan Lauria: するとちょっと動いてすぐ止まるのが難しい

Yan Lauria: そこで応答のよい小型スラスタを複数つけたほうがよい

Yan Lauria: 右の図見えますか？

marube Oh: はい

Hiroshi Kumaki: はい

Naoyuki Mertel: はい

Yan Lauria: 米国のアルヴィン号はこのように改造されました。

Yan Lauria: じつは、このアイデアは日本のJAMSTECのパイロットの提案です

Naoyuki Mertel: おおー

Nada Altney: ＾＾

Yan Lauria: ですが肝心のしんかい６５００は

Yan Lauria: 改造費がないので改造できません；＿；

Hiroshi Kumaki: ＞＜

Tramp Noel: w

marube Oh: あら。。

Nada Altney: ；＿；

Naoyuki Mertel: あらら

poppo Shuffle: そうなのかー

Yan Lauria: それで、この船尾の推進器、ちょっと傾いて付いてますね

Yan Lauria: 目の錯覚じゃなくて

Yan Lauria: えっと、この背中の推進器も斜めについてるでしょう

komatu Enzo: 複数起動してるとき安定させるためかな

Yan Lauria: これは、ふつうは

Yan Lauria: 左の図、わかるかな

Hiroshi Kumaki: はい

Yan Lauria: 上昇・下降、または横移動の推進器は

Yan Lauria: 船体にトンネルをつけてるんですが

Yan Lauria: すると個数もいるし、トンネルという容積もいるので

Yan Lauria: 大型化してしまいます

Yan Lauria: そこで右図のように斜めにつけると

Yan Lauria: 推力の組み合わせによって、横移動にも上昇下降にも「使えて

Yan Lauria: しかも船体容積をとりません

marube Oh: なるほど

kichimaru Haystack: なるる

Yan Lauria: じつはこういう方法があることを

Takasan Andel: ベクトルですね

Hiroshi Kumaki: それときっとゆっくりと細かくうごくのでは？

Nada Altney: 前方に動くときのパワーのロスは問題にならないのですか？

Yan Lauria: 中国がいま開発中の７０００ｍ潜水艇を計画中に教えたんですが

Yan Lauria: こまかく動くというのはスラスタの応答と質量の小ささですね

Yan Lauria: 彼らはこの斜め方式、ベクトル合成っていうんですが

Hiroshi Kumaki: うんうん

Yan Lauria: それを船尾に適用しました

Yan Lauria: うーん、光ファイバーを上に伸ばしすぎて＾＾；

Hiroshi Kumaki: ｗ

Yan Lauria: 船尾推進器でも横方向の推力を出せるようにしました

Yan Lauria: これで６個の推進器で真横移動ができます

Yan Lauria: それをパクッてます

Yan Lauria: それで説明はこれぐらいにして、いよいよ探検

Yan Lauria: この潜水艇が一番調べたい場所は

Yan Lauria: 崖です。

Yan Lauria: 地層が見えます

Hiroshi Kumaki: なるほど

Yan Lauria: 岩石もとりやすい

Yan Lauria: そこを調べるのに操船上のテクニックが必要です

Yan Lauria: いまから、この潜水艇を動かしますが

Yan Lauria: すでに８０プリムあって

Yan Lauria: 乗り物方式にするには３０プリム以下にしないと

Yan Lauria: 物理特性が付かないので

Yan Lauria: 今日は装着方式にします。

Yan Lauria: ところが、それだと真横移動とか、真後ろへの後退が再現できません。

Yan Lauria: そこんところ、そういう事情だということで

Yan Lauria: じゃ

Hiroshi Kumaki: おお

panda Kidd: ひかれたｗ

Naoyuki Mertel: ｗｗ

Hiroshi Kumaki: ｗ

Solaris Braham: ｗ

Nada Altney: ｗｗ

Koro Carnell: お＾＾＾

Nada Altney: 大変そう

poppo Shuffle: ｗｗｗっわくわくーー

Almond Andel: あぶなっかしい

Hose Pera: はは

Kobun Footpad: スピードある～

Yan Lauria: それで崖を登ります

Hose Pera: 早すぎ

Nada Altney: ぶつかったｗ

marube Oh: あ～

Kobun Footpad: あー

Naoyuki Mertel: あ・・・・

kichimaru Haystack: 落ちた

Memo Parnall: うあああ

Tramp Noel: おちた

panda Kidd: ｗｗｗ

Almond Andel: 落ちましたね

Hose Pera: ｗｗ

poppo Shuffle: ＾＾

Hiroshi Kumaki: 重すぎたか。。。

Tramp Noel: 海難事故？

Nada Altney: 海溝の底に

Solaris Braham: あら・・・ｗ

Memo Parnall: 惜しい人を。。。。。

Almond Andel: こらこら

Hiroshi Kumaki: うは

Nada Altney: ナムナム

Kobun Footpad: 飛行限界?

Hiroshi Kumaki: なださんまで。。。ｗ

Memo Parnall: フライトアシストないと、てれぽで戻るしか

marube Oh: 下で浮いてる人がいますね～

poppo Shuffle: やっぱ突き抜けているなー＾＾

Naoyuki Mertel: おかえりなさーい

Solaris Braham: おかえりなさいー

Hiroshi Kumaki: 何と。ｗ

poppo Shuffle: 逝って、戻ってくる＾＾

Hiroshi Kumaki: お帰りなさい。

Nada Altney: ＾＾

Memo Parnall: おかえりなさーい

Tramp Noel: おかえりなさい

Kobun Footpad: 事故現場を見てしまいました＾＾

Almond Andel: クエストはどこに・・・？

Yan Lauria: えっと、ここ、２５０ｍですね

marube Oh: はい

Yan Lauria: フライト・フェザーをつけないと飛べない

kichimaru Haystack: そそ

Yan Lauria: プロジェクタのコントローラと競合して＾＾；

Naoyuki Mertel: 装着場所をかえるといいかもー

Tramp Noel: 操作もどかしいね

Almond Andel: 不器用な昆虫のように見えます

Hiroshi Kumaki: ｗ

Yan Lauria: とってもこわいです

Solaris Braham: なんか可愛い。

Nada Altney: 初心者のリモコン操作っぽいですね

Hiroshi Kumaki: あれ？

Almond Andel: がんばってますね

Hose Pera: がんばれ

Naoyuki Mertel: ＾＾

Yan Lauria: けっこう怖いです

Hiroshi Kumaki: ＾＾；

Yan Lauria: ですから、つねに下から上に

Yan Lauria: それで

Hose Pera: むずかしいそー

Yan Lauria: うーんと困ったな

Yan Lauria: 羽根とコントローラ

kichimaru Haystack: 大雪だ・・

Hose Pera: すごい

Naoyuki Mertel: 羽を、HUD装着先＞別のところにしてはどうでしょ？

Yan Lauria: 別のところに装着したら、画面にでなくなったので

Naoyuki Mertel: あらら・・

Yan Lauria: ま、プロジェクタはいりません

Solaris Braham: （仕事の電話きたので、帰ります；；　みなさまごゆっくり・・・

Hiroshi Kumaki: ああ

Yan Lauria: これから生命の誕生を探索します

Yan Lauria: じつは

poppo Shuffle: ＠o＠

Yan Lauria: この熱水、３００度以上あります。

Hiroshi Kumaki: ！

Yan Lauria: 高圧だから沸騰しません

Nada Altney: なるほど

Tramp Noel: なるほど

Naoyuki Mertel: なるほどー

Nada Altney: まわりの生物はゆだらないのかなぁｗ

poppo Shuffle: えびがいたりするんだよ＾＾

Hiroshi Kumaki: うんうん

Nada Altney: 茹で海老ｗ

kichimaru Haystack: ww

Yan Lauria: 地下水が地下の高温のカンラン石と反応すると

Yan Lauria: 水素がでます。

marube Oh: ほ。。。。。。。。。。

Yan Lauria: もともと二酸化炭素もあるので

Yan Lauria: 有機物のない地下でも

Yan Lauria: 水素と二酸化炭素からメタンを作る

Yan Lauria: 水素酸化メタン生成菌というのが存在します。

Yan Lauria: 酸素も有機物もない場所で、地球を食べる生物です

Nada Altney: 地球を。。。。

poppo Shuffle: ＠o＠ふしぎだな

Yan Lauria: そいつがすべての生命の共通祖先だろうと考えてそれを採取します

Hiroshi Kumaki: 確か

Hiroshi Kumaki: 僕らの祖先もこういうところから発生したと。。。

Yan Lauria: それには熱水噴出孔に採取器をしばらく突っ込みます

Yan Lauria: 熱水は３００度以上で

poppo Shuffle: そんな時、どきどきしますか？それとも冷静ですか？

poppo Shuffle: (採取するとき・・・）

Yan Lauria: 水素酸化メタン生成菌はいくら熱いのが好きだといっても

Yan Lauria: せいぜい１２０度しか生きられません

Yan Lauria: ですが瞬間的には３００度のなかでも死なずに通り抜けてくるだろうというわけです

Hiroshi Kumaki: なるほど。。。

Yan Lauria: そこで、コパイのアーモンドさんの誘導で

Hiroshi Kumaki: ｗ

Almond Andel: ｗ

Yan Lauria: これからチムニーから噴出する熱水に採取器を差し込みます

Almond Andel: 誘導します

Hiroshi Kumaki: 頼みますよ、アーモンドさん。ｗ

Yan Lauria: お願いします

Almond Andel: 三つある煙の出る

Almond Andel: 穴のひとつに、

Almond Andel: 採取器を突っ込みます

Almond Andel: 上昇してください

Yan Lauria: 私のほうからはチムニーはぜんぜん見えないので

Yan Lauria: 母船にいるコパイの誘導で操船します

Almond Andel: 上

Almond Andel: 前

Almond Andel: 上

Almond Andel: 前

Almond Andel: 前

Almond Andel: 前

Almond Andel: 左

Tramp Noel: おしい

Memo Parnall: がんばー！

Almond Andel: 左

Almond Andel: 右

Almond Andel: 右

Almond Andel: 後ろ

Almond Andel: 後ろ

Almond Andel: 降下

Almond Andel: した

Almond Andel: （はずれたー）

Hiroshi Kumaki: ｗ

Naoyuki Mertel: ＾＾

Almond Andel: 前

Almond Andel: した

Almond Andel: した

Almond Andel: 下

Almond Andel: 下

Almond Andel: 下

Almond Andel: ちょっと左なんですが

Hiroshi Kumaki: ｗ

Almond Andel: いきすぎ

Almond Andel: 右

marube Oh: 難しいということはわかりますね～

Hiroshi Kumaki: うんうん

Almond Andel: 行きそうかな

Almond Andel: 下

kichimaru Haystack: だね

Naoyuki Mertel: 細かい調整が・・＾＾；

Almond Andel: 下

Almond Andel: 下

Almond Andel: 下

Memo Parnall: 実際は水の流れも凄いんだろうし。。。

Almond Andel: 下

kichimaru Haystack: おしい・・

Almond Andel: 前

Almond Andel: 後ろ

Almond Andel: 右

Hiroshi Kumaki: お

Almond Andel: 横は無理

Almond Andel: 左

Almond Andel: 下

Almond Andel: ずれてます

Almond Andel: 上

Almond Andel: 上

Almond Andel: 後ろ

Almond Andel: 左

Almond Andel: 前

Almond Andel: 前

Almond Andel: 上

Almond Andel: 上

Almond Andel: ｚ左

Almond Andel: 左

Almond Andel: 右

Almond Andel: 下

Almond Andel: 下

Almond Andel: 右

Almond Andel: 下

Almond Andel: 下

Almond Andel: 左

Yan Lauria: あまり下がると、飛行から着地になってしまうので＾＾；

Almond Andel: 後ろ

Almond Andel: 後ろ

Almond Andel: 前

Almond Andel: あとちょっと前、なんですが。・。。

Almond Andel: 下

Yan Lauria: まあ、こんなところで

Almond Andel: 下

Almond Andel: はいー＾＾

Hiroshi Kumaki: ｗ

Almond Andel: ＾＾；

kichimaru Haystack: おおー

Almond Andel: でも、行きそうだけど

Naoyuki Mertel: おーー

Hiroshi Kumaki: お疲れ様です。

Almond Andel: 下

Yan Lauria: じゃ

Almond Andel: ＾＾

Almond Andel: おつかれさまでした

Naoyuki Mertel: ぱちぱちぱちぱち＾＾

Nada Altney: おつかれさまでした

Yan Lauria: ということで

kichimaru Haystack: 88888

Tramp Noel: ぱちぱちぱち

Yan Lauria: たとえばチムニーのおおきな岩石サンプルがあるんですが

Yan Lauria: 潜水船のマニピュレータでハンマーで岩を叩き割るということができません

Yan Lauria: 結局、潜水船がチムニーにぶつかって、

Yan Lauria: チムニーを壊してしまったものを拾ってきます。

Memo Parnall: ワイルド！

Yan Lauria: わざと壊したとは決していいません

kichimaru Haystack: はは

Nada Altney: ＞＜

Haruka McMahon: こんばんはー

Tramp Noel: すみませんちょっと呼び出しくらったので中座しますもうしわけありません

Tramp Noel: 失礼しますー

Nada Altney: 船体は大丈夫なんですか？

Yan Lauria: 以上、わたしの潜水船講座を終わります＾＾

Hiroshi Kumaki: えーーー

Memo Parnall: ありがとうございましたー！

Yan Lauria: どうもありがとうございました

kichimaru Haystack: お疲れさまーー

Nada Altney: ありがとうございます

Almond Andel: どうもありがとうございました

Naoyuki Mertel: おつかれさまですー＾＾

Ranka Criss: ありがとうございました＾＾

Tramp Noel: あ、ありがとうございました

Hiroshi Kumaki: ８８８８

Naoyuki Mertel: ありがとうございました～

Kobun Footpad: ありがとうございました

Hiroshi Kumaki: ありがとうございましたー

Hiroshi Kumaki: おもしろかったです

Haruka McMahon: って終わった……(´･ω･｀)

kichimaru Haystack: いや、大掛かりでしたね・・・

Hamingja Junkers: ありがとうございました～＾＾

Almond Andel: もう11時を過ぎてしまったので

marube Oh: ありがとうございます

Almond Andel: 質問などがありましたら、

Haruka McMahon: ですよね……

Memo Parnall: はるか先生。。。。。

Nada Altney: お疲れ様でした

panda Kidd: お疲れ様でした

Memo Parnall: はーいはーいはーい！

Hiroshi Kumaki: ＾＾；

marube Oh: お疲れ様でした～

Almond Andel: キラカフェ経由か、almond、ぱんだまるべまで

Almond Andel: ご連絡ください

Almond Andel: 次回は、女装･男装と日本人という

Almond Andel: クロストークを行います

Almond Andel: 前回の好評をうけての

Almond Andel: 2回目となります

Almond Andel: また

Almond Andel: Yanさんの科学講座第3回目を

Almond Andel: 予定しています。

Almond Andel: 1月12日

Hiroshi Kumaki: おお

Haruka McMahon: おお～

Nada Altney: 是非是非

Almond Andel: その前に、

Almond Andel: 番外編として

Hiroshi Kumaki: 楽しみ〜
Almond Andel: 12月15日に

Almond Andel: 海中に沈んだ氷期の人類の足跡を探る

Almond Andel: と題して、

Hiroshi Kumaki: むむっ

Almond Andel: 氷河期の人類の足跡をたどっていただきます

Almond Andel: これは、

Almond Andel: Kichimaruさんのピラミッドのお話にも

Hiroshi Kumaki: これまた楽しみｗ

Almond Andel: 関係してくるかもしれません

kichimaru Haystack: え？

Almond Andel: ＾＾

Hamingja Junkers: ＾＾

Nada Altney: おもしろそう

Memo Parnall: 氷河期のピラミッドが海底に！？（たぶん違う

kichimaru Haystack: ww

Almond Andel: お楽しみに

Naoyuki Mertel: はーい＾＾

kichimaru Haystack: アトランティス・・・・ものかな？？？

Hiroshi Kumaki: はーい

Haruka McMahon: おおー、おもしろそ

Yan Lauria: こちらのプロジェクタみたいな内容です

Hiroshi Kumaki: お

marube Oh: たのしみですね！

Hiroshi Kumaki: うんうん

kichimaru Haystack: なるる

Hamingja Junkers: ＾＾

Almond Andel: 生命の源？

Yan Lauria: それと、こちらが水素酸化メタン生成菌

kichimaru Haystack: おおー

marube Oh: 菌というにはなんかつるっとした感じが。。

Haruka McMahon: ほえー

Memo Parnall: 菌てもしゃもしゃしてるもんなんですか？＞まるべさん

Almond Andel: 地球のようですね

Almond Andel: なんだか

Yan Lauria: ごく一部の高水素濃度の熱水噴出域でしか見つかっていません

marube Oh: いろんな形があります。菌は。。。

Memo Parnall: そなんだー

Yan Lauria: こういう高水素濃度の地域が広範囲に存在したのは４０億年前なので

Yan Lauria: 生命誕生はけっこう難しいことかもしれない

Memo Parnall: なんかそういうヘンな子を宇宙に連れてったらついでに宇宙開発もできるよーになんないかなあ。。。

Nada Altney: 木星の衛星の海中にいるかもって話しが

Yan Lauria: とてもエウロパ程度じゃ誕生しないかも

Nada Altney: 最近ありましたね

Nada Altney: だめかーｗ

Haruka McMahon: ありましたねー

Yan Lauria: エウロパのマントルは半分氷みたいなものですから

poppo Shuffle: おお＠o＠

kichimaru Haystack: 2010思い出すなあ・・映画の

poppo Shuffle: そうなんですか！

Yan Lauria: とても高水素濃度の熱水活動は望めないかも

Memo Parnall: 熱がないと駄目？

Hiroshi Kumaki: やっぱり地球なわけですね

Hiroshi Kumaki: いろんな意味で環境が整っていたのは

kichimaru Haystack: まさに奇跡だな

Hiroshi Kumaki: ですね

Yan Lauria: 研究がスタートした頃は、現在でも生命が誕生しているだろうと考えていたんですが

Yan Lauria: ということで

Yan Lauria: きょうはどうもありがとうございました

panda Kidd: ありがとうございましたー

Hiroshi Kumaki: ありがとうございました。

Memo Parnall: ありがとうございましたーー

kichimaru Haystack: ありがとうございました

Hiroshi Kumaki: お疲れ様でした。

Haruka McMahon: おつかれさまでしたー 次は参加したいです

Ranka Criss: ありがとうございました＾＾

poppo Shuffle: もう終わっちゃった

Naoyuki Mertel: ありがとうございましたー

Hamingja Junkers: ありがとうござました～＾＾

Memo Parnall: ワームが何味か気になる。。。。！

marube Oh: ありがとうございました！

poppo Shuffle: ありがとうございました＾＾

Nada Altney: ありがとうございました

Memo Parnall: 実はえびっぽい味とかしないのかしらしないのかしら

poppo Shuffle: あはは＾o＾

Nada Altney: あ、それ気になる

Yan Lauria: ヘモグロビン味か硫化水素くさいか

kichimaru Haystack: では移動します・・・またですー

Hiroshi Kumaki: ｗ

Hamingja Junkers: ちゅーぶわーむたくさんいますｗ

Memo Parnall: うあー。。。。

Haruka McMahon: へもぐろびん味……

Hiroshi Kumaki: そんな味があったとは。。。

Memo Parnall: 硫化水素ってアレか。。。。

Hiroshi Kumaki: 硫化水素はわかるな。ｗ

Hiroshi Kumaki: きっと食えない。ｗ

Yan Lauria: ダイオウイカはアンモニアくさいっていいますね

Hamingja Junkers: 苦そう。。。＾＾；

Hiroshi Kumaki: 匂い強烈。ｗ

Nada Altney: まずそう

Hamingja Junkers: アンモニア～～～；；

Hiroshi Kumaki: で、

poppo Shuffle: 海ってすごいなーー

Memo Parnall: そうそう、ダイオウイカとかにしんかいさんが絡まれたりしないんですか！？

Hamingja Junkers: おいしくない

Hiroshi Kumaki: ヘモグロビン味って。。。ｗ

panda Kidd: ははは

poppo Shuffle: きっといろんなニオイがするんだ

Hiroshi Kumaki: 血みたいな味かな。ｗ

Memo Parnall: 全長かわらんくらいやないですか。。。怖いお。。。

Nada Altney: 鉄味ｗ

Yan Lauria: しんかいは騒音がうるさいので

Yan Lauria: 油圧ポンプがうるさい

poppo Shuffle: そうなのですかーー

poppo Shuffle: 聞いてもいいですか？

Yan Lauria: 直流モーターだけで動かせればいいんですか

Memo Parnall: 大丈夫なのかー！　よかった～～

Almond Andel: (poppoさん、えんりょなくどうぞ）

poppo Shuffle: 深海の、内装は、壁は何色にしてあるのかなあ？？？

poppo Shuffle: しんかいの＾＾

Yan Lauria: こちらのポスター、

poppo Shuffle: お❤
Yan Lauria: クリックしてノートをとってください

qootama Doobie: ディープアクアリウムは実用化されてるんですか

poppo Shuffle: はい＾＾

poppo Shuffle: ありがとうございました＾＾

Memo Parnall: （安心したところで、お風呂へ旅立ってきますーー　またーーー！

Haruka McMahon: おつかれさまー

Almond Andel: 地球儀は、もう、おさめてしまわれましたか？

Yan Lauria: 新しくオープンした海洋科学博物館です

Nada Altney: おつかれさまでした

Nada Altney: それでは私も失礼します

poppo Shuffle: ぽぽはさっき、えびのこと考えながらお風呂はいってきました＾＾

Ranka Criss: お先に失礼します＾＾

poppo Shuffle: へへ・・＾＾

Almond Andel: おつかれさまでした

Hiroshi Kumaki: では、僕も行きます

Hiroshi Kumaki: ありがとうございました。

Hiroshi Kumaki: またです。

panda Kidd: またでーす

marube Oh: ではそろそろ。。。

poppo Shuffle: 博士またねーー

Almond Andel: おつかれさまです

Naoyuki Mertel: またですー

Hamingja Junkers: 失礼しま~す

marube Oh: お疲れ様でした～

Kobun Footpad: お疲れ様でした。お先に失礼します。

Haruka McMahon: おつかれさまー

Hamingja Junkers: ありがとうでした～＾＾

poppo Shuffle: パンダキッドさんおやすみなさいー＾＾

panda Kidd: おやすみなさーい

Almond Andel: おつかれさま

poppo Shuffle: 今日も、興味深かったです＾＾

poppo Shuffle: また期待です＾＾

Yan Lauria: いま、こちらの博物館で

panda Kidd: それは良かった＾＾

poppo Shuffle: 来たいｗｗｗｗ

poppo Shuffle: あい。

Yan Lauria: 潜水艇の特別展示中です

Naoyuki Mertel: おおー

poppo Shuffle: お！

poppo Shuffle: じーー＠＠

Naoyuki Mertel: ノートもらえました＾＾

Hamingja Junkers: ＾＾

Hamingja Junkers: 地球儀も

Hamingja Junkers: いただいちゃったｗ

Naoyuki Mertel: うん＾＾

poppo Shuffle: 地球儀いいですね＾＾

Yan Lauria: すごいですよ。この博物館

Haruka McMahon: 買えたｗ

Yan Lauria: ビアンカさんとコメットさんとで作った博物館です

poppo Shuffle: おお＠o＠

Naoyuki Mertel: おおお～～

poppo Shuffle: いってみます＾＾

Naoyuki Mertel: 近いうちにいってみます＾＾

Yan Lauria: トリエステとか

Yan Lauria: スパコンとかありますから

Yan Lauria: ありますから

panda Kidd: ほー

poppo Shuffle: そうかあーー

poppo Shuffle: ぽぽね、環境がとってもロースペッコなので

poppo Shuffle: きょうも

poppo Shuffle: ボードもなにも見えなかったのね

poppo Shuffle: でも

poppo Shuffle: おもしろかった！！

Yan Lauria: ああ＾＾；

Naoyuki Mertel: Ｑたまさん・・ふわふわして毛並みが気持ちよさそう・・ｗ

Yan Lauria: そうだったんですか＾＾；

poppo Shuffle: 時間がかかっても表示はされるし

poppo Shuffle: 想像して楽しめます＾＾！

poppo Shuffle: うん。

qootama Doobie: なぬ？ｗｗｗ

Naoyuki Mertel: ｗｗ

poppo Shuffle: きっと、何十年か後には日本は

qootama Doobie: 冬仕様です

Haruka McMahon: ＾＾

Naoyuki Mertel: ＾＾

poppo Shuffle: 世界一の

poppo Shuffle: 海洋王国に

poppo Shuffle: なっていたらいいなあ！！

poppo Shuffle: きょうは、ありがとうございました。

qootama Doobie: ありがとうございましたあ

poppo Shuffle: ありがとう｡:.ﾟヽ(❤´д`❤)ノﾟ.:｡+ﾟ ございました☆
Naoyuki Mertel: それでは失礼しまーす＾＾ありがとうございました

qootama Doobie: なおさん

poppo Shuffle: みなさんまたです

Naoyuki Mertel: はい

panda Kidd: またねー

Almond Andel: Yanさんも、みなさんも、ありがとうございました

Haruka McMahon: おつかれさまー

qootama Doobie: 行った先から呼ぶけどいいですか

qootama Doobie: 時間ある？

Naoyuki Mertel: ほい

poppo Shuffle: いぬだー＾＾

Naoyuki Mertel: すこしなら＾

qootama Doobie: じゃあちとまてて

Naoyuki Mertel: はーい

Yan Lauria: おお

Yan Lauria: そうか

Yan Lauria: いや、博物館の紹介を忘れてしまって

Haruka McMahon: ワームチューブ凝ってますねえ

Yan Lauria: ですね

Yan Lauria: あれ、欲しいんだけど

Yan Lauria: いまのうちの博物館ではとても置けない

Vianka Scorfield: そうですよね＾＾；

Vianka Scorfield: ひとつだけでも３００ぐらいかな

Haruka McMahon: ふええ

Yan Lauria: そうだね４００あるかも

Vianka Scorfield: コメットさん、博物館にマリンスノー降らせません？

Yan Lauria: おー、ますます重くなりそうな

comet Morigi: 見やすいかなぁ。

Vianka Scorfield: ここの雪じゃ多すぎですけど

comet Morigi: やはり、ただの雪でしたか。

Vianka Scorfield: シートで落ちてくるんですね

Yan Lauria: ハラハラと落ちて欲しいな

Yan Lauria: これじゃ、ドカ雪

Almond Andel: 結晶がおちてきてもいいですね、そういう場所があった。どこかに

Haruka McMahon: パーティクルじゃないのかな、、これは

Almond Andel: もっと軽いかんじの雪でした

Vianka Scorfield: そうそう

Vianka Scorfield: プランクトンの死骸や糞ですけど

Vianka Scorfield: マリンスノーは

Almond Andel: それでは、わたしは、ミーティングがあるので

Almond Andel: これで、失礼します

Haruka McMahon: お疲れ様でしたー

Yan Lauria: どうもごくろうさまでした

Almond Andel: Yanさん、どうもお疲れ様でした

Almond Andel: また、よろしく

Yan Lauria: 大変でしたね

Yan Lauria: （笑い）

Almond Andel: ＾＾

Almond Andel: 結局、だめだったなー

Vianka Scorfield: じゃ、私も寝ないと

Almond Andel: あんなに練習したのに（・・かな？）
